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研究成果の概要（和文）：本研究では、商業者の利潤動機と社会的貢献の二側面を包摂

する「商人精神」という観点から、 (1)関連する「家業」、「のれん」など過去の研究
蓄積を整理し、 (2)国内において商業者と地域コミュニティの関係を東日本大震災に
よって被災した商店街などのケース・スタディを通じて明らかにし、 (3)東アジアに

おける韓国、中国を中心に商業者、商店街組織の実態について比較調査を実施した。
その成果として、商業者と地域社会ならびに政策とが複雑に絡み合う関係を明らかにする枠
組みが構築された。 
 

研究成果の概要（英文）：In this study, "merchant spirit" which embraces both 
aspects of profit pursuit and social contributions is keyword. From this point 
of view, the framework is established,(1) to elaborate an idea of "merchant 
spirit" by reviewing related concepts, such as "family business" and 
"noren"(which values a long lasting trust relationship with customers) , (2) to 
analyze various relations between shopping streets and their neighborhood, 
(3)to compare Japanese retailers and their organization with foreign 
counterparts in East Asian countries, such as South Korea, China and so on.  
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代以降、「大規模小売店舗法」
の規制緩和に伴い、郊外型ショッピング

センターの出店が旺盛となり、中心市街
地の商店街の衰退が全国的な問題とな
っていた。その衰退の原因を大型店との

競争激化、都市機能の郊外移転に伴う中
心市街地の空洞化、大型店に対抗する商

店街の組織上の問題(管理しうる主体の
欠如)、商店内部の後継者問題などに求
める議論が活発に行われた。他方で、商

店街を構成する中小小売店の支援策と
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しては、従来の商業支援から、商業者が
地域の中で果たす役割に注目した「まち
づくり」の視点が強調された。まちづく

りは、商業者の販売だけでなく、様々な
地域貢献を期待するものであり、両者を
どのように位置づけるかという理論的

問題だけでなく、政策の有効性が問われ
ていた。 
 

２．研究の目的 

なぜ、商店街やそれを構成する中小商

業者は衰退することになったのか、同時
に商店街の活性化のためには、個店の経
営改善のみならず、地域の活性化、コミ

ュニティやまちづくりに果たす商業の
役割を理解する必要性が注目された。そ
こで、商業者の利潤動機と地域貢献とい

う二つの側面を包摂する「商人精神」と
いう概念に注目し、日本においては二つ
の側面がどのように関連づけられてき

たのか、それは「家業」「のれん」とい
った考え方とも関係するが、それは歴史
的にどのように形成されてきたか、と同

時にそれは他の国、とくに東アジアの
国々に比べてどのような特徴を持って
いるのか、もし日本独特の概念だとすれ

ば、それは商店街の衰退とどのように関
連し、またそれらの点を踏まえて商店街
に対するどのような振興政策が有効に

なるのか、これらの一連の問いに対する
答えを探し出すことを研究の目的とし
た。  

 

３．研究の方法 

家業、「のれん」などに関連する過去
の研究蓄積を整理し、実態分析を行う場
合の理論的枠組みを構築する。  

「商人精神」という観点から、国内に
おける商業者と地域コミュニティの関
係が商店街の盛衰にどのように関連し

ているかをケース・スタディにより明ら
かにする。とくに利潤動機と地域貢献の
二つの側面が噛み合った成功事例を見

つけ出し、両者の相互用、またそれらが
どのようにマネジメントされているか
という観点から分析を深める。  

国際比較の観点からは、日本の商業者
の「商人精神」の特徴を浮き彫りにする
ために、東アジアを中心とした商業者、

商店街組織の実態についてヒアリング
調査を実施する。  

 
４．研究成果 
 国内において商業者と地域コミュニ

ティとの関係を重視する商店街(青森市
新町商店街振興組合)や中小商業者主導

型の SC(北上市の江釣子ショッピングセ
ンターバル)などを比較検討する中で、
組織内、組織外(対消費者、コミュニテ

ィ)との良好な関係を構築している組織
ほど、良好な業績を上げている。しかし、
郊外の SC が一定以上のシェアを越える

と、それにも限界があることが確認され
た。 

儒教精神の影響が強い東アジア文化

圏において、商業者の社会的地位は決し
て同じではない。中国や韓国では、商業
は生計を得るための手段であり、同じ事

業を家族内で継承させようとする意向
は見られない。中国では事業の安定、拡
大のために商業から製造業、不動産業へ

の転業が積極的に進められるのに対し、
日本では同じ業種で、家族内での継承に
こだわりが見られ、現状では空き店舗の

一因となっている。韓国、中国、ベトナ
ムでは「市場」の近代化としてその整備、
集約が行われたものの、日本のように商

店街が振興策の補助金の受け皿とはな
っていないし、また地域コミュニティと
の信頼関係も希薄である。今後、大型店

との競争が激化する中で、韓国のように
商店街が振興策の受け皿として活用さ
れる可能性は高い。 

2011 年の東日本大震災は、あらためて
地域商業がコミュニティの再生に果た
す役割を確認させる機会となった。当初、

非常事態における「商人精神」について
の分析は想定されていなかったが、商店
街だけでなく、コンビニエンスストア、

食品スーパーなども被災後の「供給責
任」や復興支援を強く意識するようにな
り、利潤動機と社会貢献をどのように

「両立」させるかという研究課題の重要
性が再認識された。こうした一連の調査研
究を通じて、商業者と地域社会との関係なら

びに政策などと複雑に絡み合いながら展開
される商人精神を複眼的に分析するととも
に、それらの総体として明らかにする枠組み

が構築された。 
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